
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2015 年 8 月から 9 月にかけて総合福祉学部 3・4 年生が相談援助実習に

参加しました。相談援助実習は、社会福祉士の受験資格に関わる実習であ

り、高齢者関連の施設や社会福祉協議会など、様々な社会福祉施設・機関

との連携のもと、実施されています。 

今回のニュースレターでは、高齢者分野の施設にて実習に参加した 8名

に、相談援助実習に参加した感想を一言づつ聞いてみました。 

 

門田拓也さん（総合福祉学部 4年生） 

＜東村山西高等学校出身＞ 

座学では学べない事が、実習ではたくさ

ん学ぶことができました。 

青山秀一さん（総合福祉学部 4年生） 

＜自由ヶ丘学園高等学校出身＞ 

最初は慣れるのに大変でしたが、実習

に慣れるに従い、一生懸命頑張ることが

できました！ 

多田光弘さん（総合福祉学部 3年生） 

＜富士宮北高等学校出身＞ 

実習に参加してみて、地域包括支援セン

ターの仕事は本当にやりがいのある仕事

だと感じました。。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 次回のオープンキャンパスは、11月 14日（土）です。 

オープンキャンパスの最新情報を http://www.urawa.ac.jp/ 

でチェックしよう！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松木宏輔さん（総合福祉学部 3年生） 

＜浦和工業高等学校出身＞ 

実習に参加して、自分の世界観が大きく

変わりました。 

 

中島晃弘さん（総合福祉学部 4年生） 

＜新座柳瀬高等学校出身＞ 

実習を通して、地域住民の方々と信頼関

係を構築することができました。 

井原諒飛さん（総合福祉学部 4年生） 

＜秀明英光高等学校出身＞ 

実習を通して、高齢者の方々とのコミュ

ニケーションの取り方がわかりました。 

山口僚太さん（総合福祉学部 3年生） 

＜県陽高等学校出身＞ 

様々な利用者の方と接することで、多く

のことを学びました。 

井上直樹さん（総合福祉学部 4年生） 

＜浦和学院高等学校出身＞ 

相談員としての業務にやりがいを強く

感じました。 


